
　
り
ん
か
い
日
産
建
設
、
寄

神
建
設
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
は
、
３
社

共
同
で
、
着
床
式
洋
上
風
力

等
で
使
用
す
る
新
た
な
基
礎

杭
の
構
造
並
び
に
施
工
方
法

の
開
発
に
着
手
し

た
。
洋
上
風
力
の
大

型
化
並
び
に
撤
去

を
想
定
し
た
安
価

で
現
況
復
旧
可
能

な
「
テ
ー
パ
ー
型
基

礎
杭
」
と
そ
の
施
工

法
を
確
立
す
る
方

針
。
テ
ー
パ
ー
型

基
礎
杭
は
、
引
抜

き
作
業
を
容
易
と

す
る
た
め
、
地
中

部
分
を
先
細
り
（
テ

ー
パ
ー
部
）
に
す
る

構
造
。
通
常
の
ス
ト

レ
ー
ト
杭
を
使
用

す
る
従
来
工
法
と

比
較
し
、
引
抜
時
の

力
を
大
幅
に
低
減
で
き
る
た

め
、
外
挿
管
を
利
用
せ
ず
、

バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
で
直
接
引

き
抜
く
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
テ
ー
パ
ー
杭
の
地
表
面

付
近
数
メ
ー
ト
ル
は
ス
ト
レ

ー
ト
形
状
と
し
、
こ
れ
に
よ

り
ス
ト
レ
ー
ト
杭
と
同
等
の

水
平
反
力
を
保
持
す
る
。

　
今
年
度
は
室
内
試
験
に
よ

る
テ
ー
パ
ー
杭
の
押
込
み
・

引
抜
き
特
性
お
よ
び
水
平
載

荷
試
験
等
を
進
め
て
お
り
、

テ
ー
パ
ー
角
（
１
度
、
２

度
、
３
度
）
の
違
う
模
型
杭

（
直
径
32
㍉
、
長
さ
２
８
５

㍉
）
を
製
作
し
、
試
験
を
行

っ
て
い
る
。

　
来
年
度
に
は
陸
上
で
押
込

み
・
引
抜
き
特
性
の
評
価

（
ス
ト
レ
ー
ト
杭
と
テ
ー
パ

ー
杭
の
力
学
的
特
性
の
比
較

等
）
を
行
い
、
31
年
度
に
は

実
海
域
で
試
験
す
る
。
経
済

性
・
環
境
性
に
直
結
す
る
施

工
歩
掛
を
比
較
評
価
す
る
。

　
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
り

ん
か
い
日
産
建
設
が
設
計
手

法
の
考
え
方
の
提
案
、
寄
神

建
設
が
施
工
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
が
事

業
性
評
価
等
の
役
割
を
担
い

つ
つ
、
東
京
都
市
大
学
等
外

部
機
関
の
協
力
を
得
て
、
各

種
試
験
を
行
っ
て
い
く
。

　
テ
ー
パ
ー
型
基
礎
杭
の
導

入
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
で
の
需
要
も
期
待
さ
れ

る
ほ
か
、
洋
上
風
力
発
電
施

設
だ
け
で
な
く
、
他
の
海
洋

構
造
物
な
ど
幅
広
く
活
用
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
１
月
30
日
に
、
り
ん
か
い

日
産
建
設
本
社
で
開
か
れ
た

会
見
で
、
大
下
英
治
り
ん
か

い
日
産
建
設
執
行
役
員
は
、

「（
大
口
径
杭
の
）
海
上
撤
去

の
例
は
国
内
に
ほ
と
ん
ど
な

く
、
積
算
の
根
拠
が
不
明
で

あ
り
、
洋
上
風
力
を
計
画
す

る
際
、
ど
れ
だ
け
見
積
も
り

を
計
上
し
て
良
い
か
十
分
に

分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
す
る
解
決
方
法
を

示
し
て
、
風
力
発
電
の
更
な

る
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
語

っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
当
日
は
、
新
谷

聡
り
ん
か
い
日
産
建
設
土
木

事
業
部
技
術
部
技
術
課
長
、

好
田
勝
之
寄
神
建
設
技
術
研

究
所
技
術
計
画
部
長
、
金
田

武
司
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
代
表
取
締
役
社

長
が
出
席
し
た
。

コ
ス
ト
並
び
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
50
㌫
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
開
発
を
進
め
て

い
く
。
同
取
組
み
は
環
境
省

の
「
平
成
29
年
度
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
対
策
強
化
誘
導
型
技

術
開
発
・
実
証
事
業
」
に
採

択
さ
れ
て
お
り
、
委
託
事
業

（
３
カ
年
）
と
し
て
実
施
す

る
。
今
年
度
に
室
内
試
験
、

来
年
度
に
陸
上
試
験
、
31
年

度
に
実
海
域
で
の
打
込
み
・

引
抜
き
を
実
施
し
、
経
済

性
・
環
境
性
を
評
価
す
る
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
平
成

28
年
の
改
正
港
湾
法
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
占
用
公
募
制
度

等
を
活
用
し
、
港
湾
区
域
で

導
入
に
向
け
た
取
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
ま
た
今
後
は
一

般
海
域
を
含
め
、
導
入
に
向

け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
く

見
通
し
。

　
現
在
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
手
続
き
等
を
行
っ
て
い
る

着
床
式
洋
上
風
力
発
電
事
業

の
計
画
で
は
、
基
礎
構
造
を

重
力
式
（
ケ
ー
ソ
ン
式
）
で

想
定
し
て
い
る
も
の
の
ほ

か
、
基
礎
杭
で
固
定
す
る
モ

ノ
パ
イ
ル
式
の
導
入
を
想
定

し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ

る
。

　
た
だ
洋
上
風
力
発
電
設
備

等
は
、
事
業
終
了
後
に
完
全

撤
去
す
る
こ
と
が
、
世
界
的

な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
モ

ノ
パ
イ
ル
式
の
場
合
、
運
転

か
ら
数
十
年
後
に
基
礎
杭
を

引
抜
く
必
要
が
あ
り
、
撤
去

を
見
据
え
た
施
工
法
を
確
立

す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

　
基
礎
杭
の
引
抜
き
に
あ
た

っ
て
は
、
従
来
の
ス
ト
レ
ー

ト
杭
の
場
合
は
、
杭
に
対
し

て
一
回
り
大
き
め
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
併
用
外
挿
管

を
打
設
す
る
こ
と
で
、
ス
ト

レ
ー
ト
杭
と
周
囲
の
土
圧
に

よ
る
摩
擦
を
除
去
し
、
ス
ト

レ
ー
ト
杭
を
抜
き
、
そ
の

後
、
外
挿
管
を
引
き
抜
く
作

業
と
な
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
国
内

で
は
鋼
管
杭
の
直
径
が
１
・

８
㍍
規
模
の
も
の
を
実
施
し

た
実
績
が
あ
る
が
、
５
㍋
㍗

級
の
洋
上
風
力
発
電
の
場
合

は
、
直
径
６
㍍
規
模
（
長
さ

70
㍍
）
に
な
る
な
ど
、
大
型

化
に
伴
い
そ
の
コ
ス
ト
は
大

き
く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回
り
ん
か
い
日
産
建
設
ら

が
開
発
に
着
手
し
た
「
テ
ー

パ
ー
型
基
礎
杭
」
は
、
引
抜

時
の
施
工
コ
ス
ト
並
び
に
工

期
の
短
縮
を
実
現
す
る
構
造

と
し
て
い
る
。
テ
ー
パ
ー
部

の
利
用
に
よ
り
、
引
抜
抵
抗

撤
去
費
用
・
Ｃ
ｏ
２
半
減

りんかい日産等

テ
ー
パ
ー
型

基　

礎　

杭

テーパー型基礎杭と施工法の開発


